






































本稿では同社の社内報（写真 1）を利用する。社内報は 1958年 4月に『小










































































年 月 事 項
1890 6 有限責任都賀浜麻布会社創立
1918 8 小泉製麻発足

















































































































































この文章からは 1951年の新規学卒者が 600名に上ったこと，赴任が 4月中
に 2次にわたってなされたこと，当時の寮生活がいかなるものであったかと
いうことが理解される。
図 4は 1958年から 82年に至る各年の新規学卒者数と入社（赴任）月をま
とめたものである。1958年に 224人にまで減少していた新規学卒者数は，
1964年に 540人にまで増加し，その後はまた減少していく。入社（赴任）月
については，1950年代末には 7月までかかっていた。1958年では第 1次 156
名が 3月 25～26日に「鳥取県をトップに各県，各安定所別に……順次到着」































































































































新学期が始まると 1日 3時間，1年 720時間の授業があり，3年後に卒業（卒



















































































































































































































































⑴ 『いずみ』第 69号，1963年 12月。中略は引用者。以下同様。
⑵ 『いずみ家庭版』第 1号，1961年 10月。
⑶ 『いずみ』第 137号，1969年 8月。
⑷ 大分合同新聞，1953年 1月 20日。




⑹ 朝日新聞，1991年 10月 11日。その後も輸入ジュート繊維を利用したジュート
製品の生産は続けられた。
⑺ 『小泉製麻株式会社社報』第 6号，1958年 9月。
⑻ 『いずみ』第 69号，1963年 12月。




⑽ 『いずみ』第 69号，1963年 12月。
⑾ 『いずみ』第 117号，1967年 12月。
⑿ 『いずみ』第 197号，1974年 8月。
⒀ 『いずみ』第 133号，1969年 4月。
⒁ 『いずみ』第 161号，1971年 8月。
⒂ 『いずみ』第 12号，1959年 3月。
⒃ 『いずみ家庭版』第 1号，1961年 10月。
⒄ たとえば「大学高校卒の採用者 15名きまる」（『いずみ』第 33号，1960年 12






⒆ 『いずみ』第 273号，1985年 3月。なお 1951年に関しては，大分県臼杵職安管
内から 55名が同社に赴任している（大分合同新聞，1951年 2月 15日，山口，
６５大手企業と集団就職
2018 b）。紡績業界の不況が生じた翌 52年には，2月時点で大分県からは 37名
の応募があったものの，1名のみ採用予定となっている（大分合同新聞，1952年
2月 14日）。
⒇ 『小泉製麻株式会社社報』創刊号，1958年 4月，同第 3号，1958年 6月，同第
5号，1958年 8月。












24 『いずみ』第 193号，1974年 4月。
25 『いずみ』第 191号，1974年 2月。
26 集団赴任制度に関する言及は記事において見出せる（『いずみ』第 205号，1975
年 4月）。
27 『いずみ』第 38号，1961年 5月。記事に掲載された写真には「さえき」という
駅名が確認できる。
28 『いずみ』第 61号，1963年 4月。ただしこの記事は宮崎県出身者関連の可能性
もある。
29 『いずみ』第 85号，1965年 4月。
30 『いずみ』第 96号，1966年 3月。
31 『いずみ』第 49号，1962年 4月。
32 『いずみ家庭版』第 1号，1961年 10月。
33 『いずみ』第 35号，1961年 2月。
34 『いずみ』第 47号，1962年 2月。
35 『いずみ』第 132号，1969年 3月。





37 1969年には「各寮合せて千数百名」とある（『いずみ』第 131号，1969年 2
月）。
38 『いずみ家庭版』第 1号，1961年 10月。文中のカッコ付きの読点は引用者によ
る。
39 『いずみ』第 48号，1962年 3月。
40 『いずみ』第 42号，1961年 9月。
41 公民学園については以下を参照した。『いずみ』第 25号，1960年 4月，同第 41
号，1961年 8月。『いずみ家庭版』第 1号，1961年 10月，同第 5号，1962年
10月。
42 『小泉製麻株式会社社報』第 4号，1958年 7月。
43 『いずみ』第 65号，1963年 8月。
44 『いずみ』第 74号，1964年 5月。また「実技をおもに勉強したい人は，今まで
どおり，学院の本科へ，英語や科学，数学の勉強をしたい人は通信教育クラス
へ，ということになります」とも記されている。
45 『いずみ』第 97号，1966年 4月。
46 『いずみ』第 117号，1967年 12月。
47 『いずみ』第 86号，1965年 5月。
48 『いずみ』第 123号，1968年 6月。




50 読売新聞，1969年 1月 28日。
51 『いずみ』第 90号，1965年 9月。この時には旧男子寄宿舎が「若草寮」という
女子寮へ改編され，新たな男子寮として「誠和寮」が置かれた。
52 『いずみ』第 133号，1969年 4月，など。
53 『いずみ』第 191号，1974年 2月。
54 『いずみ』第 197号，1974年 8月。
55 『いずみ家庭版』第 1号，1961年 10月。
56 『いずみ』第 61号，1963年 4月。
57 『小泉製麻株式会社社報』第 5号，1958年 8月。「鹿児島出身学卒」へのインタ
ビュー記事。
58 『小泉製麻株式会社社報』第 7号，1958年 10月。1957年度入社の「学卒を囲む
座談会」での発言。
59 『いずみ』第 48号，1962年 3月。
60 『いずみ』第 179号，1973年 2月。熊本県出身者による。
６７大手企業と集団就職
61 『いずみ』第 117号，1967年 12月。
62 『いずみ』第 79号，1964年 10月。
63 『いずみ』第 85号，1965年 4月。
64 『いずみ』第 131号，1969年 2月。高知県出身者による発言。
65 『小泉製麻株式会社社報』第 7号，1958年 10月。1957年度入社の「学卒を囲む
座談会」での発言。
66 『いずみ』第 37号，1961年 4月。新入社員の感想による。
67 『いずみ』第 48号，1962年 3月。特集「ふりかえってみた女寄の生活」による。
68 『いずみ』第 174号，1972年 9月。滋賀工場座談会での発言による。
69 『いずみ』第 103号，1966年 10月，同第 139号，1969年 10月。ただし滋賀工
場の公衆電話については，この時点では「通話範囲は，八日市を中心に，名古屋
から京都まで」であった。
70 『いずみ』第 181号，1973年 4月。
71 『いずみ』第 128号，1968年 11月。同第 140号，1969年 11月。前者は宮崎県
日向市，後者は大分県佐伯市との間のものであった。






74 『いずみ』第 16号，1959年 7月，同第 52号，1962年 7月，同第 65号，1963
年 8月，同第 77号，1964年 8月。なお鹿児島県議会議員の一行も 1962年に
「工場視察と出身者激励」をおこなっている（同第 56号，1962年 11月）。
75 『いずみ家庭版』第 1号，1961年 10月，『いずみ』第 80号，1964年 11月。
76 『いずみ』第 94号，1966年 1月，同第 117号，1967年 12月。
77 『いずみ』第 211号，1975年 10月。




80 第 1回は 1962年，第 2回は 1964年に開催されている。『いずみ』第 56号，
1962年 11月，同第 80号，1964年 11月。
81 『いずみ』第 38号，1961年 5月，同第 41号，1961年 8月，同第 138号，1969
年 9月。
82 『いずみ』第 81号，1964年 12月。
６８ 大手企業と集団就職
83 『いずみ』第 126号，1968年 9月。なお，神戸製鋼所や地元住民組織とタイアッ
プして盆おどりが実施されたのは前年の 1967年が最初であった（同第 114号，
1967年 9月）。
84 『小泉製麻株式会社社報』第 9号，1958年 12月。
85 『いずみ』第 138号，1969年 9月。
86 『いずみ』第 222号，1976年 9・10月。
87 読売新聞，1959年 8月 12日，同 1963年 4月 17日。
88 『いずみ』第 114号，1967年 9月。
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